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防犯警報音とは

パトカー、救急車、消防車などの緊急自動車の警報音（サイレン音）を聞けば、誰でも何の音が鳴ってい

るか、何をすればよいかがすぐ分かり、緊急性を認識して、必要な対応をとることができる。

近年、携帯電話機の普及をはじめ、各種電子機器音が氾濫する中、防犯用途の警報音については、規格、

指針が標準化されておらず、多種多様な音が使用される状況にあり、緊急性が損なわれるおそれがある。こ

のような状況下において、社団法人日本防犯設備協会では、防犯警報音を防犯設備業界で統一化することに

より、その緊急対応効果の維持向上を図るため、平成１８年３月に技術標準SES E 0005（防犯警報音規格）

を制定した。

普及促進

規格調査委員会では、防犯警報音の普及促進のため、これまでに

・利用シーンの街頭調査（コンビニ、公園、トイレ、鉄道会社、・・・・・等）

・防犯警報音搭載製品調査

を行い、本年３月３１日に協会ホームページの防犯警報音関連ページ「防犯警報音の普及促進ページ

（http://www.ssaj.or.jp/cahtml/iin04_01.html）」を更新し、防犯警報音の採用実態と効果的かつ具体的利用シ

ーンの情報提供を行った。

特に防犯警報音搭載製品調査においては、防犯警報音の採用企業４社、搭載製品６機種があることを確認

できた。具体的な搭載製品を紹介するので、会員各社には積極的に利用していただきたい。

①　防犯警報音の利用シーン例を追加し、イメージできるようにした。
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②　防犯設備機器の紹介ページ（http://www.ssaj.or.jp/sfm02_01.html）において、 緊急通報スイッチ

または 防犯センサー をクリックすると防犯警報音が鳴動するようにした。

③　防犯警報音を採用している企業、搭載している製品を調査し、協会ホームページから当該企業、製品

のホームページにリンクを張った。

採用事例の中から、サクサ株式会社のＳＨＡ－５０００を紹介する。

以上防犯警報音の普及活動を紹介した。是非ホームページをご覧いただきたい。当委員会では採用企業、

搭載製品を増やすこと等、現場で実際にご利用いただけるよう普及促進活動を行ってまいります。
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